
横浜天声キリスト教会　　週報　第 13 巻 19 号（No.432）　　2018 年 5 月 13 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　箴言 31:2　････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　２０番　いざやともに

*交読文　････････････････ 　７２番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７９番　良き知らせを

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･････････････････ 　３０４番　ひろき母の愛

メッセージ　･･････････････ (出エジプト記 2:1-9)　母が子供に対して出来る最高の事

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　３０５番　春風そよふくごと

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　＿＿よ、何を言おうか。わが胎の子よ、何を言おうか。わたしが願をかけて得た

子よ、何をいおうか。…＿＿よ、酒を飲むのは、王のすることではない、王のする

ことではない、濃い酒を求めるのは君たる者のすることではない。(箴言 31:1-9 )

 御霊もまた同じように、弱い＿＿を助けて下さる。なぜなら、＿＿たちはどう祈っ

たらよいかわからないが、御霊みずから、言葉にあらわせない切なるうめきをもっ

て、＿＿たちのためにとりなして下さるからである。そして、人の心を探り知るかた

は、御霊の思うところがなんであるかを知っておられる。なぜなら、御霊は、＿＿

のために、神の御旨にかなうとりなしをして下さるからである。神は、神を愛する

者たち、すなわち、ご計画に従って召された者たちと共に働いて、万事を益とな

るようにして下さることを、＿＿たちは知っている。神はあらかじめ知っておられる

者たちを、更に御子の形に似たものとしようとして、あらかじめ定めて下さった。そ

れは、御子を多くの兄弟の中で長子とならせるためであった。(ロマ 8:26-29)

メッセージ概要

　今日は母の日である。母はうめきつつ、いのちを産み、はぐくみ育て、日々労を負っている。現代は、子

を健全に育てるのに困難な時代と言える。子供を誘惑するものが多い中、いかに子を健全に守り育てて行

くべきか。本日、男の赤ちゃんが生まれたらナイル川に投げ込まなくてはならないという過酷な時代の中、

子を守り、立派な指導者モーセの母となったヨケベデから学び、私達もこの時代、いかにゲームやインター

ネットなど子を飲み込もうとする危険な「ナイル川」から守り、健全に育てあげるべきか、その術を得たい。

　『さて、レビの家のひとりの人が行ってレビの娘をめとった。』（2:1）　時代が悪く絶望的だと、人は結婚や

子を産む事を躊躇し、少子化が進むものだが、ユダヤ人達はそれでも新たな家庭を築いて、増えて行く。

『女はみごもって、男の子を産んだが、その麗しいのを見て、三月のあいだ隠していた。』（2節）　赤ちゃん

は、神様から預けられたいのちである。母はそのいのちの輝きを見て、身勝手な世の王の要求を飲んだり

して奪ってはならない、と、かくまった。母とは、子のため、いのちのため、うめきつつ守るものである。

　ちょうど箴言３１章の、マサの王レムエルの母が、子供に「何を言おうか」と、悩みに悩んだように。

　この母の有様は、聖霊の私達に対する有様に良く似ている。創世記１章２節において、創造後の地球が

闇の混沌状態にあった時、神の「霊（女性名詞）」は、水の上を「舞いかけて（女性動詞）」いた。それはちょ

うど、めんどりがひなを翼でかばっているのと同じ状態である。聖霊は母のようにうめきつつ執り成すのだ。

　イスラエルでは赤ちゃんが生まれたら、ハトラーという、御言葉が刺繍された布でくるむ。女性は子供を宿

したと知った瞬間から、ハトラーの刺繍を始める。お腹の子に向かい、トラー（御言葉）をテフィリンしながら  。

　彼女達は子が胎内で形作られる時から御言葉で覆い、生まれた後も御言葉の包みの中で守ってあげよ

うとする。まさに創世記１：２の状態だ。母が子供に対してできる最高の事は、御言葉によって守る事なのだ。

　ヨケベデは子をなんとかして守ろうとしたが、『もう隠しきれなくなったので、パピルスで編んだかご  (  英  :

ark)を取り、それにアスファルトと樹脂とを塗って、子をその中に入れ、これをナイル川の岸の葦の中にお

いた。』(3節)　この「かご  (ark)  」は、ノアの「方舟  (ark)  」と同じ言葉であり、「契約の箱」も、  ark  である。

　彼女がこの小さな方舟に、瀝青と樹脂を塗って、その中に子を入れたのは、ちょうどノアが方舟をつくっ

て瀝青を塗り、その中にいのち達を入れ、新しい時代へといのちを継がせたのと同じである。

　契約の箱という”アーク”の中には、  契約の石の板と、アロンの杖と、マナの壺が入っている(ヘブル 9:4)。

律法の石版は、神の指で記された御言葉であり、アロンの杖は、植物としては死んだ杖が生き返ってアー

モンドの花と実がふいた復活の象徴であり、祭司の証拠である。マナは、神が直接的に命をやしなって下

さった証拠物である。私達も、残酷な時代では、子を御言葉に委ね、復活を信じ、いのちの養いの望みを

かけるため、子をアークに入れるのだ。現代、私達が入れるべきアークとは何か。それは、ユダヤ人がして

いるように、自分自身の口の御言葉宣言により、あるいは子供自身の口から御言葉を宣言させる事によっ

て、子を御言葉で囲う事である。母親が子供にしてあげられる最上の事は、御言葉で囲ってあげる事だ。

　彼女は子供をアークにかくまって、あとは全てを神様に委ねた。親がいのちのために出来る限りの事をし  、

自分の力ではどうにもならない所まで来たなら、子供をアークに入れ、あとは全部、神様に委ねる時である。

　神はその子をパロの娘の所へ導き、彼女の心にその子を憐れむ心を与え、そうして、合法的に、しかも

報酬つきで、母は自分の乳でその子を養えるようになった。

主は、神様から託されたいのちを守ろうと努力する人には、限りなくフォローして下さるのだ。

　当時、多くの赤ちゃん達が、時代がそうだからといって、ナイルへ沈められて行った。どのような時代でも、

いのちは主のものであり、主は御心のままに、男女の所へ新しいいのちを送り、そのいのちを養うために必

要な物も、力も、全て備えて下さる。そして、いのちを大切にする人をさらに祝福し、徹底して守られる。

　私達は子供を、時代がそうだからと言って、ナイルに沈めてはいけない。子供にゲームやスマホを与えて

いれば大人しくなる、ラクだと、と思って放置していたら、子供はどんどん仮想世界へと沈んでしまう。

　私達はむしろ子供を真理の御言葉で囲い、神様と私達とのいのちの交わりをし、そうして主ご自身から全

て必要な養いをいただき、家庭が喜びと笑いで、そしていのちで満ち溢れて行く皆さんでありますように！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2 部礼拝 　　　　　　　　　　　　　　 14:00

金曜徹夜祈祷会                    21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 13 巻 19 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018 年 5 月 13 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

